
　管内の中学生総勢22名が職場体験学習に来ました。この取り組みは、愛知県が中学生に社会の一員とし

ての自覚を身につけて頂くために、「あいち・出会いと体験の道場」として、地域の事業所での職場体験を推

進する取り組みです。あま市立美和中学校、あま市立甚目寺中学校、あま市立甚目寺南中学校から消防署へ

体験に来た中学生達は、普段触れ合うことが少ない消防職員と共に日常業務から訓練まで行いました。どの

生徒達も、緊張した様子で初日を迎え、この職場体験を終える頃には少し頼もしくなった様子で学校へ戻っ

ていく姿が大変印象的でした。

毎
月
19
日
は
『
防
火
の
日
』

（１）平成２５年３月１日 広 報 海 部 東 部 消 防 第６２号

◆ URL http://www.amatobu.-119.jp/ ◆
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　これまでは、住民の皆さんがおかけになっていた
119番通報は海部東部消防署の指令室で受付を行っ
ていましたが、平成25年4月1日からは弥富市にあり
ます弥富市役所十四山支所内に新たに開設する
「海部地方消防指令センター」で受付を行います。
　この指令センターは、海部地方5つの消防署の指
令業務を1箇所に集約し、高機能な指令システムを導
入することで119番通報の受付や出動指令等を迅速
に行うことができます。
　また、海部地方が消防指令センターを開設するこ
とにより指令業務の合理化が図られ、災害現場活動
の連携強化につながり住民の皆さんの安全・安心が
確保されることになります。
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一
度
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◆ 住宅用火災警報器を設置しましょう！◆
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平成25年4月1日から
新たに「海部地方消防指令センター」を開設します。
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【住民の皆さんへお願い】
　住民の皆さんは、今までどおり「119」をダイヤルしていただければ、指令センター員が応答します
ので、「住所、氏名、通報内容」を落ち着いて伝えてください。
　また、聴覚や言語に障がいがある方には、FAXによる119番通報および電子メールによる119番通
報の受付も可能です。ご利用方法については、海部東部消防本部までお問い合わせください。
　お問い合わせ先
　海部東部消防本部　消防課　　TEL　052－442－1605
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火
災
に
よ
る
死
者
が
発
生
す
る
パ
タ
ー
ン
と
し
て「
夜
間
、

寝
て
い
る
間
に
発
生
し
て
し
ま
っ
た
火
災
に
気
付
か
ず
、

煙
を
体
内
に
吸
い
込
み
、体
が
動
か
な
く
な
り
死
に
至

る
」・「
た
ば
こ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
が
布
団
や
衣
類
等

に
着
火
し
、避
難
行
動
も
と
れ
ず
に
死
に
至
る
」が
大
半
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
に
よ
り
死
に
至
っ
た
原
因
の
約
６
割
が『
逃

げ
遅
れ
』で
す
。火
災
を
早
期
発
見
し
、皆
さ
ん
の
大
切
な

生
命
、身
体
、財
産
を
守
る
た
め
早
急
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
組
合
で
は
、平
成
20
年
11
月
か
ら
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
で
、住
民
の
方
々
を
対
象
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、当
初
の
設
置
率
は
69.8
％
で
し
た
。平
成
24
年
６
月
時
点

の
設
置
率
は
75.6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
割
強
の
未
設
置
世
帯
の
方
々
に
は
、設
置
し
て
い
な

い
理
由
も
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。左
の
円
グ
ラ
フ
の
と

お
り
で
す
が
、７
番
・
そ
の
他
　
の
中
で
特
に
多
い
の
が
、

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
知
り
つ
つ
ズ

ル
ズ
ル
と
設
置
し
て
い

な
い
、次
い
で
、購
入
し

て
い
る
が
設
置
し
て
い

な
い
、面
倒
く
さ
い
な

ど
の
意
見
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、火
災

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た

際
の
損
失
の
大
き
さ
と

周
囲
へ
の
影
響
を
今
一

度
考
慮
い
た
だ
き
ま
し

て
早
急
に
設
置
を
お
願

い
し
ま
す
。
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消すまでは  出ない行かない  離れない  平成24年度全国統一防火標語

平成２５年３月１日（金）～７日（木）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　
消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車
な
ど
は
、消
火
活
動
や

傷
病
者
の
搬
送
等
、緊
急
性
の
高
い
業
務
を
行
う
こ
と

か
ら
、一
刻
も
早
く
災
害
現
場
へ
到
着
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。そ
の
た
め
、道
路
交
通
法
の
な
か
で
、道
路
の

右
側
部
分
に
車
体
の
全
部
又
は
一
部
を
は
み
出
し
て

通
行
す
る
こ
と
や
、赤
信
号
の
交
差
点
に
進
入
で
き
る

こ
と
な
ど
、多
く
の
特
例
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、緊

急
自
動
車
が
よ
り
安
全
に

通
行
す
る
た
め
に
は
、一
般

車
両
の
協
力
も
必
要
不
可

欠
で
す
。

　
自
動
車
等
を
運
転
中
に

緊
急
自
動
車
が
接
近
し
て

き
た
場
合
は
、周
囲
の
状
況

に
注
意
し
進
路
を
譲
っ
て

い
た
だ
き
、一
刻
も
早
く
災
害
現
場
に
到
着
で
き
る
よ

う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、消
火
栓
や
防
火
水
槽
等
の
消
防
水
利
の
周
辺

は
、道
路
交
通
法
で
駐
車
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
違
法
な
駐
車
は
、一
刻
を
争
っ

て
災
害
現
場
に
向
か
う
消
防
車
等

の
通
行
を
妨
げ
る
な
ど
、災
害
活

動
の
障
害
に
な
り
ま
す
。

　
違
法
な
駐
車
に
阻
ま
れ
て
、消

防
車
や
救
急
車
の
現
場
到
着
が
遅

れ
る
と
、貴
重
な
財
産
や
尊
い
人

命
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。 

　
安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り
に
、皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

消
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！

消
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消
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車
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「
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な
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守
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（３）平成２５年３月１日 第６２号

こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生
し
や
す

い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、火
災
の
発
生
を
防
止

し
、高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者

の
発
生
を
減
少
さ
せ
、財
産
の
損
失

を
防
ぐ
た
め
に
、毎
年
３
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
24
年
に
お
け
る
出
火
件
数

は
、44
件
で
前
年
と
比
較
す
る
と
１

件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ

は
、約
8.3
日
に
１
件
の
火
災
が
発
生

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
火
災
に
よ
る
死
傷
者
は
、死
者
２

人
で
前
年
に
比
べ
１
人
の
減
少
、負

傷
者
は
５
人
で
前
年
に
比
べ
７
人

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。な
お
２

人
は
い
ず
れ
も
、在
宅
中
の
応
急
消

火
義
務
者
で
し
た
。

　
出
火
原
因
で
は
、放
火
・
放
火
の

疑
い
が
14
件
と
最
大
で
、次
い
で
タ

バ
コ
・
た
き
火
が
５
件
、子
ど
も
の

火
遊
び
が
４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
に
よ
る
損
害
額
は
、５
千
410

万
９
千
円（
調
査
中
を
除
く
）で
あ

り
、前
年
の
３
千
626
万
１
千
円
に
比

べ
１
千
784
万
８
千
円
増
加
し
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、住
民
１
人
当
た
り

約
457
円
、火
災
１
件
当
た
り
125
万
８

千
円
が
炎
と
と
も
に
灰
に
な
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■ 1：義務付けられたことを知らない

■ 2：設置費用負担が大きい

■ 3：自分で設置することは難しい

■ 4：購入方法が分からない

■ 5：賃貸住宅で、所有者との間で誰が
　　　設置するか話がついてない

■ 6：設置することにより、どれくらい
　　　効果があるのか分からない

■ 7：その他

設置していない理由

17%

16%

19%
8%

6%

9%

25%

◆ ３月１日から７日まで  春の火災予防運動 ◆
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◆ 住宅用火災警報器を設置しましょう！◆

古い扇風機からの出火事故が増えています

・ 長く使っていなかった扇風機
　は特に注意してください。
・ 就寝時や人のいない所では、
　使用しないでください。

□スイッチを入れても、ファンが回らない。
□ファンが回っても、回転が異常に遅かったり不規則である。
□ファンが回転するときに異常な音や振動がする。
□モーター部分が異常に熱かったり、焦げくさいにおいがする。
□電源コードが折れ曲がったり破損したりしている。
□電源コードに触れると、ファンが回ったり、回らなかったりと不安定である。
古い扇風機で１つでも該当する場合、すぐに使用を中止し、電源プラグをコンセント
から抜いて適切に廃棄してください。 NITE・製品安全センター

HPより引用

公益社団法人　日本煙火協会
おもちゃ花火のしおり　より引用

～夏の事故編～～夏の事故編～～夏の事故編～第９回 災害に備えて！第９回 災害に備えて！第９回 災害に備えて！
夏には海や河川の事故、台風などの風水害による事故、花火による事故、高温の場所に放置したことによるスプ
レー缶の破裂、扇風機等電化製品からの出火など事故がたくさん潜んでいます。風水害については以前第５６号
「風水害編」で紹介したものを参考にして下さい。今回は古い扇風機からの出火事故と、花火による事故について
紹介します。

事故の概要
【事例】スイッチを切り忘れたまま外出したところ、扇風機付近から出火したと思われる火災が発生した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約３８年使用）

花火による事故が増えています

事故の概要
【事例１】ロケット花火の導火線にライターで着火。着火と同時に破裂、顔面を火傷。
【事例２】花火を持ち、ライターで火をつけたところ花火が急に燃え上がり、ライターを
　　　　もった右手の人差し指と中指を火傷。

使用法・警告・注意を守ろう
① 花火に書いてある遊び方をよく読んで必ず守りましょう。
② 花火を人や家に向けたり、燃えやすいもののある場所で遊んだりしないようにしましょう。
　 衣服に火がつかないように注意しましょう。
③ 手持ちの筒型花火は、手の位置に注意しましょう。
④ 風の強いときは、花火遊びはやめましょう。
⑤ 水を用意しましょう。
⑥ 大人と一緒に遊びましょう。
⑦ たくさんの花火に、一度に火をつけないようにしましょう。1本ずつ遊びましょう。
⑧ 正しい位置に正しい方法で点火してください。
⑨ 花火の筒先に顔や手を絶対出さないこと。点火する時や途中で火が消えたときは、特に注意。
⑩ 花火をポケットに入れてはいけません。
⑪ 花火をほぐして遊ぶことは危険です。絶対してはいけません。

事故の原因
【事例】長期使用によるコンデンサーの絶縁劣化、またはモーターへの配線の屈曲疲労によりショートして発火し、
　　　樹脂製カバー等に着火したものです。

事故防止のために！



◆ １１月９日から１５日まで  秋の火災予防運動 ◆

子供の死亡原因で最も多いのが、不慮の事故です。
子供は、親がちょっと目を離した隙に怪我をします。そんな日常生活の中で子供達
にとっての危険を改めて見直し、子供の怪我防止に努めましょう。

（５）平成２５年３月１日 広 報 海 部 東 部 消 防 第６２号

子供の死亡原因で最も多いのが、不慮の事故です。
子供は、親がちょっと目を離した隙に怪我をします。そんな日常生活の中で子供達
にとっての危険を改めて見直し、子供の怪我防止に努めましょう。子どもの事故編

救急対策ワンポイント
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※誤嚥（ごえん）…誤って空気の通り道に異物を飲み込むこと

□ 発熱がないのに突然、咳き込みだした。
□ 声が出ない。
□ 顔が赤くなっている。
□ 喉のあたりに手を当てて、苦しそうにしている。

異物が喉に詰まったとき

子どもにとって危険な場所

○ 咳ができるなら、咳をさせる。
　 咳が一番有効です。
○ 背部叩打法、腹部圧迫法(１歳以上)を
　 異物が取れるまで行います。
○ 反応(意識)がなくなったときは、
　 心肺蘇生法を行います。

応急手当

誤嚥は直径３．９センチ以下の物により起こす可能性があります。
これを測るのに便利なのがトイレットペーパーの芯です。
芯に入るものは、手の届かないところに置かないようにしましょう。

※こんなものに注意

○ 左記の症状がみられるとき。
○ 唇が紫色になったり、顔色が悪くなってきたとき。
○ 呼吸が苦しそうなとき。
○ 反応（意識）がないとき。

こんな時は救急車を！

ある ない

子どもに多い事故

・ 誤燕による事故
・ 水による事故
・ 転倒・転落による事故
・ 遊具等による事故
・ 交通事故
・ その他の事故

ごえん

水の事故

子どもの事故で救急搬送が多いもの

救急車で運ばれる子どもで多いのは、異物を誤燕
した事故と水による事故です。
特に小さな子どもは眼で見るもの、触れるものに
何でも興味を持ちます。
日常よくみられる二つの事故についての対処をご紹介します。

ごえん

ごえん

ごえん

異物誤嚥

みぞおちの
上あたりを
素早く手前
上 方 に 向
かって圧迫
するように
突き上げる

左右の肩甲
骨の中間あ
たりを力強
く何度も連
続して叩く

背部叩打法
（１才以上）

背部叩打法
（１才以下）

腹部圧迫法
（１才以上）

手の平で頭を
支えつつ頭より
も体を低く保つ
もう一方の手の
平で背中の真
ん中を強く数回
叩く

異物を詰まらせても、声が出ている
なら背中を叩いたりゆすったりせず、
直ちに病院へ行きましょう。

家庭内
○ 洗濯機
○ 浴槽
○ トイレ

○ 洗濯機や浴槽に水を溜めたままにしない。
○ 踏み台になりそうなものを近くに置かない。
○ 鍵がかかる場所は鍵をかけ一人で入れない
　 ようにする。

溺れたとき
①意識があるかどうかの確認

家庭外
○ 海や川
○ 農業用水や
　 防火水槽
○ 公衆浴場

○ 一人で泳げるからと安心しない。
○ 危ない所には近づかせない。
○ 公衆浴場などでは転倒して落水すること
　 もある為、走らせない。

※子どもは１０センチの水があれば溺れるといわれています

②数時間後に意識
障害が起こるケ
ースがあるため
病院で受診する

②救急車をよぶ
③口の中に嘔吐
物があればかき
出す

④心肺蘇生法を
行う



火
は
見
て
る
　あ
な
た
が
離
れ
る
　そ
の
時
を
　
　
　平
成
19
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

広 報 海 部 東 部 消 防

◆ 住宅用火災警報器を設置しましょう。 ◆

平成２５年３月１日（６）第６２号

　
１
月
25
日（
金
）、文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴

い
、文
化
財
へ
の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
ろ

う
と
、甚
目
寺
観
音
に
お
い
て
、防
災
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
、自
主
防
災
組
織
の
甚
目
寺

観
音
自
衛
団
を
始
め
、あ
ま
市
消
防
団
東

方
面
隊
第
１
分
団
、海
部
東
部
消
防
本
部

が
参
加
し
、あ
ま
市
甚
目
寺
小
学
校
児
童

が
見
学
す
る
中
、甚
目
寺
観
音
自
衛
団
に

よ
る
通
報
訓
練
、消
火
器
の
取
扱
訓
練
及

び
放
水
銃
を
使
っ
て
の
放
水
訓
練
並
び
に

消
防
団
及
び
消
防
署
の
放
水
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年

　消
防
概
況

消
防
協
力
表
彰

　
平
成
25
年
の
新
春
を
迎
え
、海
部
東
部
消

防
組
合
消
防
出
初
式
を
１
月
６
日（
日
）あ

ま
市
立
七
宝
北
中
学
校
に
お
い
て
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　
職
務
遂
行
の
決
意
新
た
に
、安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り
、ま
た
、地
域
住
民
の
消
防

業
務
に
対
す
る
信
頼
と
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、高
い
士
気
に
よ
る
総
合
的
な
防
災

活
動
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
、消
防
隊
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行

い
、本
年
の
無
火
災
・
無
災
害
を
祈
願
し
ま

し
た
。

　
平
成
24
年
中
、消
防
行
政
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

５
年
間
無
火
災
の
功
労

　
　
あ
ま
市
　
七
宝
町
鷹
居
　
様

　
　
あ
ま
市
　
古
道
　
様

　
　
あ
ま
市
　
丹
波
　
様

火
災
予
防
業
務
等
の
積
極
的
な
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
順
不
同
）

　
　
ヨ
シ
ヅ
ヤ
甚
目
寺
店
　
様

　
　
ピ
ア
ゴ
甚
目
寺
店
　
様

平
成
25
年

　
消
防
出
初
式

文
化
財
防
火
デ
ー

文
化
財
防
火
デ
ー

火
災
か
ら
文
化
財
を
守
れ

後
列
右
か
ら

ヨ
シ
ヅ
ヤ
甚
目
寺
店 

様

ピ
ア
ゴ
甚
目
寺
店 

様

前
列
右
か
ら

あ
ま
市
七
宝
町 

鷹
居
様

あ
ま
市 

古
道
様

あ
ま
市 

丹
波
様

※平成24年損害額にあっては、調査中を除くもの

火　災
平成24年

45
23
6
16
3
12

33,092

－1
－6
0
5
－1
－7

21,017

合　計
建物火災
車両火災
その他の火災
死　者
負傷者

救　急
平成24年

4,822
4,506

32
70

前　年 増　減
4,854
4,576

救急出場件数
搬送人員

救　助
平成24年

53
35

－4
－1

前　年 増　減
49
34

救助出動件数
救助人員 損害額（千円）

前　年 増　減

火
災
件
数

死傷
者数

44
17
6
21
2
5

※54,109



　
消
防
法
第
８
条
で
は
、店
舗
や
事
業
所
な
ど
の
用
途

と
し
て
政
令
で
定
め
る
防
火
対
象
物
そ
の
他
多
数
の
者

が
出
入
り
し
、勤
務
し
、又
は
居
住
す
る
一
定
人
数
以
上

の
収
容
人
員
を
有
す
る
場
合
は
、そ
の
管
理
権
原
者
に

防
火
管
理
の
責
任
者「
防
火
管
理
者
」の
選
任
を
義
務
づ

け
て
い
ま
す
。

　
防
火
管
理
講
習
は
、こ
の「
防
火
管
理
に
関
す
る
資

格
」を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
で
す
。

◆ 住宅用火災警報器を設置しましょう！◆

消
さ
な
い
で
　あ
な
た
の
心
の
　注
意
の
火
。
　
　
　平
成
18
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

（７）平成２５年３月１日 広 報 海 部 東 部 消 防 第６２号

普
通
救
命
講
習
・
上
級
救
命
講
習
の
ご
案
内

防
火
管
理
講
習
会
の
ご
案
内

介
護
支
援
専
門
員（
パ
ー
ト
職
員
）募
集
！

　
海
部
東
部
消
防
組
合
介

護
認
定
審
査
会
事
務
局
で

は
、介
護
支
援
専
門
員
を
募

集
し
ま
す
。

要
介
護
認
定
調
査
業
務
等

海
部
東
部
消
防
組
合

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

（
１
週
あ
た
り
28
時
間
以
内
）

海
部
東
部
消
防
組
合
の
規
則

に
基
づ
き
支
給

・
介
護
支
援
専
門
員

（
介
護
保
険
認
定
調
査
員
研
修

を
修
了
し
た
方
、研
修
に
つ
い

て
は
採
用
後
で
も
可
）

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

１
名

３
月
１
日
か
ら
随
時
受
付

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
ま
で※

土
日
祝
日
除
く
）

履
歴
書（
写
真
添
付
）

・
介
護
支
援
専
門
員
証

・
運
転
免
許
証
の
写
し

内

　
　容

勤
務
地

勤
務
時
間

賃

　
　金

応
募
資
格

募
集
人
員

受
付
期
間

提
出
書
類

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
上
決
定
し
ま
す
。

あ
ま
市
七
宝
町
遠
島
十

坪
191
番
地
１

海
部
東
部
消
防
本
部

あ
ま
市
・
大
治
町
に
在

住
又
は
在
勤
の
方
で
満

15
歳
以
上
の
方

消
防
本
部
・
消
防
署
・
各

分
署
の
窓
口
に
て
各
開

催
の
申
込
期
間
内
に
受

け
付
け
ま
す
の
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

講
習
及
び
資
料
の
費
用

は
無
料
で
す
。受
講
者

の
定
員
は
各
講
習
15
名

と
し
ま
す
。

開
催
場
所

対
象
者

申
込
要
領

そ
の
他

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
ま
市
七
宝
町
遠
島
十
坪
119
番
地
１

　
海
部
東
部
消
防
組
合

　
介
護
認
定
審
査
会
事
務
局
　
審
査
庶
務
課

　
　
℡
　
052 

│
449 

│
０
８
０
０

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

　
　消
防
課
　
　
℡
　
052 

│
442 

│
１
６
０
５

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

　
　
　予
防
課
　
　
℡
　
052 

│
442 

│
１
５
１
３

　
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
約
７
分
か
か
り
ま
す
。そ
の
間
、心
臓
や

呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
を
放
置
す
れ
ば
救
命
率
が
極
め
て
低
く
な
り
ま
す
。こ
の

７
分
間
に
尊
い
命
を
救
え
る
の
は
、今
そ
こ
に
い
る「
あ
な
た
」だ
け
で
す
。

　
救
命
講
習
は
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
応
急
手
当
や
公
共
施
設
で
よ
く

見
か
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
用
法
等
を
学
ぶ
講
習
で
す
。

※

定
員
に
な
り
次
第
受
付
は
終
了

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

講習の種類

普通救命講習Ⅰ

普通救命講習Ⅰ

上級救命講習

普通救命講習Ⅰ

普通救命講習Ⅰ

普通救命講習Ⅰ

普通救命講習Ⅲ

時間

3

3

8

3

3

3

3

講習日時

平成25年4月28日（日）13時～16時

5月26日（日）13時～16時

6月30日（日）8時30分～17時15分

7月28日（日）13時～16時

8月25日（日）13時～16時

9月29日（日）13時～16時

10月27日（日）13時～16時

受付期間

平成25年4月8日（月）～4月21日（日）

5月6日（月）～5月19日（日）

6月10日（月）～6月23日（日）

7月8日（月）～7月21日（日）

8月5日（月）～8月18日（日）

9月9日（月）～9月22日（日）

10月7日（月）～10月20日（日）

※普通救命講習Ⅰ：成人　　普通救命講習Ⅲ：乳児・幼児　　   
※団体・グループ等で受講希望の場合は、指導員が出向し、講習を実施することが可能です。  

※８月以降の講習につきましては随時、お問い合わせいただくかホームページ等でご確認下さい。

あ
ま
市
七
宝
町
遠
島
十

坪
191
番
地
１

海
部
東
部
消
防
本
部

あ
ま
市
・
大
治
町
に
在

住
又
は
在
勤
の
方

消
防
本
部
予
防
課
の
窓

口
に
て
各
講
習
会
の
受

付
期
間
内
に
受
け
付
け

ま
す
の
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

講
習
及
び
テ
キ
ス
ト
等

の
費
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、講
習
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、お
申
し

込
み
の

際
に
お

問
い
合

わ
せ
下

さ
い
。

開
催
場
所

対
象
者

申
込
要
領

そ
の
他

講習の種類

甲種防火管理講習

乙種防火管理講習

講習日時

6月24日（月）･6月25日（火）

7月23日（火）

受付期間

5月7日（火）～6月7日（金）

6月3日（月）～7月5日（金）



★
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
切
れ
に

注
意
す
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

先
日
、
実
家
へ
出
向
い
た
際
、
ガ
ス
検

知
器
が
作
動
不
良
を
起
こ
し
て
い
ま
し

た
。
時
々
出
向
い
た
と
き
に
火
災
報
知

機
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
帰
る
よ
う
に
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
母
で

す
か
ら
そ
こ
ま
で
気
づ
か
な
い
と
思
い

ま
す
。
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
ま
市
　
Ｋ 

・ 

Ｋ

★
初
め
て
応
募
し
ま
す
。
娘
と
一
緒
に
考

え
ま
し
た
。
新
規
採
用
職
員
の
紹
介
で

６
名
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
一
言
一
言

が
希
望
に
満
ち
て
い
て
輝
い
て
い
ま
す
。

お
世
話
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま

す
。

あ
ま
市
　
Ｉ 

・ 

Ｔ

★
広
報
あ
ま
と
う
ぶ
楽
し
み
に
し
て
い
つ

も
見
て
い
ま
す
。
標
語
を
子
供
た
ち
に

読
ん
で
聞
か
せ
て
い
ま
す
。
幼
い
う
ち

か
ら
日
常
意
識
を
持
っ
て
欲
し
く
火
災

予
防
や
学
校
で
行
わ
れ
る
講
習
等
に
も

連
れ
て
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
応

急
手
当
な
ど
い
つ
も
丁
寧
な
ご
指
導
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
ま
市
　
Ｋ 

・ 

Ｒ

★
こ
れ
か
ら
は
乾
燥
し
た
時
期
が
続
き
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
私

た
ち
は
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
一

人
ひ
と
り
火
に
対
す
る
危
険
意
識
を

し
っ
か
り
持
ち
、
火
災
の
無
い
街
づ
く

り
を
し
て
い
く
の
が
義
務
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大
治
町
　
Ｓ 

・ 

Ｔ

あ
な
た
で
す
　火
の
あ
る
く
ら
し
の
　見
は
り
役
　
　
　平
成
17
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

広 報 海 部 東 部 消 防 平成２５年３月１日（８）第６２号
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ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板

ご
意
見
板
広
報
に
対
す
る
ご
意
見
の
紹
介

★
　
遠
い
昔
保
育
園
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

定
期
的
な
消
防
設
備
の
点
検
、
子
ど
も

達
が
楽
し
く
て
わ
か
り
易
い
よ
う
に
人

形
を
使
っ
て
の
お
話
、
消
防
避
難
訓
練
、

子
ど
も
達
は
喜
び
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

私
達
に
は
消
火
器
を
使
っ
て
の
初
期
消

火
の
方
法
等
い
ろ
い
ろ
と
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
で
も
消
火
器
を
使
っ
て

の
指
導
で
「
手
前
か
ら
消
し
て
い
く
」

と
覚
え
て
い
ま
す
。

あ
ま
市
　
Ｉ 

・ 

Ｎ

★
日
頃
は
消
防
、
救
命
活
動
に
尽
力
を
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
ま
で

あ
ま
り
関
心
が
無
か
っ
た
け
れ
ど
広
報

を
通
じ
て
少
し
で
も
出
来
る
こ
と
か
ら

努
力
す
る
こ
と
が
必
要
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
給
油
す
る
と

き
に
、
静
電
気
防
止
の
タ
ッ
チ
の
重
要

性
を
理
解
し
ま
し
た
。今
後
は
必
ず
タ
ッ

チ
し
ま
す
。

あ
ま
市
　
Ｋ 

・ 

Ｔ

★
　
今
回
の
救
急
対
策
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
の

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
編
」
は
、
わ
か
り
易

く
解
説
し
て
あ
り
、
高
齢
者
に
と
っ
て

最
も
気
を
付
け
る
事
柄
で
す
ね
。
こ
の

ペ
ー
ジ
は
、
切
り
取
っ
て
保
存
し
時
々

読
み
返
し
て
日
々
気
を
付
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                     

あ
ま
市
　
Ｋ 

・ 

Ｍ

た
く
さ
ん
の

ご
意
見
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

１　縦9列、横9列のそれぞれの列に、１～9の数字がひとつ
　　ずつ入ります。
２　太い線で囲まれた3×3のブロックにも、１～9の数字
　　がひとつずつ入ります。
３　縦・横及びブロック内で、同じ数字が重複して入ること
　　はありません。

クイズに挑戦！クイズに挑戦！
★ルールと第61号の答え★

ナ ン バ ー プ レ ー スナ ン バ ー プ レ ー ス

★第61号の応募者150名、正解者144名でした。
　たくさんのご応募ありがとうございました。
※ハガキの裏面に答えと住所・氏名・電話番号の他、広報
誌や消防に対するご意見を明記の上、応募してください。
お待ちしております。
問題：「ナンプレメイト」（マガジン・マガジン刊）より

賞品　　　正解者には記念品をプレゼント
　　　　　（多数の場合は、抽選で20名）
締切り　　4月26日（金）当日消印有効
発表　　　賞品の発送をもって発表とします。
あて先　　〒497-0002
　　　　　あま市七宝町遠島十坪119番地1
　　　　　海部東部消防組合消防本部予防課まで

※裏面の内容にご注意いただき、切り取って
　ハガキに貼ってご応募いただいても結構です。

★問題★

キ
リ
ト
リ

ポイント
数字が重複しないよう
に気を付けて、分かる
ところからうめていけ
ば必ず解けます。
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古紙配合率100％再生紙を使用しています。


